名寄市における子どもの学習支援・子ども食堂・子どもの居場所づくりの実践(2)：2017年度の実践活動を中心にして by 松岡 是伸





















































































































子どもが延 名、平均 名、学生メンバーが延 名、平均 名であった。
子どもの参加数は、第 回（ 年 月 日）は 名、第 回（ 月 日）は 名、第 回（ 年
月 日）は 名、第 回（ 年 月 日）は 名であった。そのため子どもの参加数は、初回（第
回）に集中しており、第 回から第 回の参加数では、平均 名であった。ちなみに初回（第 回）に
参加者が多い要因は主に つあげられた。ひとつは、夏季休暇期間であったため比較的子どもや保護者（送
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2017 年 8 月 8 日 カレーライス サラダ メロン スイカ 
2017 年 10 月 22 日 ミートスパゲッティ サラダ コーンスープ 
2017 年 12 月 17 日 【クリスマスメニュー】 
サンタオムライス クリスマスリースサラダ 
デコカップケーキ 






























名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
 
（４）保護者への予備的アンケート調査の実施 





歳代前半 ％（ 名）、 歳代後半 ％（ 名））。その他 歳代前半 ％（ 名）、 歳代 ％（ 名）で
あった。子どもとの関係では母親が ％（ 名）、祖母が ％（ 名）であった。
②本プロジェクトについて
本プロジェクトについては、概ね肯定的回答であった。






（ 名）、「やや参加させたい」が ％（ 名）であった（ ）。
・「子ども食堂にお子さまを参加させる動機は何ですか？」では、「子どもたちが楽しそうだから」が ％
（ 名）、「子どもたちの交流のため」が ％（ 名）、「子どもが行きたいと言ったため」が ％（
名）であった（ ）。
・「現在、 月～ 月までの期間で概ね月 回開催です。そこで子ども食堂の開催の頻度についてどのよう







が ％（ 名）、「やや参加させたい」が ％（ 名）であった（ ）。
・「子どもの学習支援にお子さまを参加させる動機は何ですか？」では、「子どもたちが楽しそうだから」
％（ 名）、「大学生から勉強を教えてもらえるため」が ％（ 名）、「子どもが行きたいと言った
ため」 ％（ 名）であった（ ）。
・「今年度の子どもの学習支援は、子ども食堂との同日開催のみです。そこで子どもの学習支援の頻度につ
いてどのように感じていますか？」では、「ちょうどよい」が ％（ 名）、「やや少ない」が ％（
名）であった（ ）。
・「今後、子どもの学習支援のみの開催がある場合、お子さまを参加させたいと思いますか？」では、「ぜ
























第 に、本プロジェクトの連携体制の維持と継続性である。 年度は 年度に確立した実施体制を
若干の変更を加えながら維持することであった。行政や教育委員会、大学、社会福祉協議会等の連携体制は


































第 に、開催方法である。 年度は子どもの学習支援のみの開催をおこなってきたが、 年度は、子
ども食堂開催時に統一した。しかし学生メンバーや保護者から少なからず、子どもの学習支援のみの開催の
要望もみられた。この点は 年度の検討課題となるであろう。
２）担い手の多元化の検討
本プロジェクトの担い手は、 ～ 年度は、基本的に学生メンバーを中心にしておこなわれてきた。
年度は学生メンバーとともに、担い手の多元化を図っていきたい。ここでいう担い手の多元化とは、地
域の人々に加わってもらい本プロジェクトの担い手の供給を持続可能なものにすることである。この点は、
年度に具体的な検討と仕掛けづくりをしていきたい。
３）機関・団体との連携強化
本プロジェクトは現在、行政、教育委員会、社会福祉協議会、大学がコーディネートを担っており運営実
施されている。今後、各関係機関・団体のさらなるつながりの強化とともに、社会福祉法人や 法人、各
学校等との連携を強化していくことを検討していきたい。この場合、機関や団体の組織体に限らず、個人と
の連携も踏まえ検討していきたい。
４）子どもと家庭のニーズ・生活調査の検討
本プロジェクトを含めて、子どもと家庭のニーズ調査や生活調査を実施し、そのうえで各種のニーズをし
っかりと需要として把握する試みが重要となる。この点は 年度の具体的な検討・取り組みとしておこな
っていく。
以上、今後の主な課題を整理してきた。 年度のスタートからの課題もあれば、 年目に顕在化した課
題もある。また担い手の多元化の検討は、新たな課題というよりは、 年度以前から計画していた課題で
あった。当初は、学生メンバーを中心に本プロジェクトの基礎を固め、 ～ 年後には地域の人々と共に実践
していくというものであった。 年目を迎える今、具体的な検討に入っていきたい。
本プロジェクトが単発のイベントにならず、 年度も継続できている要因は、この活動を支える人々の
力である。今後もこの実践を蓄積し、「小さくても地域の中できらりと光る実践（場）」としていきたいと筆
者は思う。
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